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今月の定例会は

3月

6 月

12月

9 月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読める HP

議会だよりが
読める HP

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
3月定例会の傍聴者数のべ82人、ライブ配信再生回数1,032回  録画配信再生回数165回 (5/11時点)  

　一般質問の2、3、4回目を傍聴しました。高校
生の頃に議場体験をしたときに興味を持ち、今回
は大学受験後に傍聴へ行きました。
　内容は教育や介護など、幅広い観点からの質問
や行政側による受け答えや説明を聞き、議会は聞くだけでなく私自身も学
ぶことができる場だと改めて感じました。特に食農教育やポイントカード
制度の質問について『生きた教材』である給食を使った教育を行うことや

『ゴールに向けて小さな所から進めていくこと』と言う言葉から別の考え
方に気付くとともに自分を見直すきっかけにもなりました。
　また議会配信について、議場に行けない方でも気軽にみることができる
ので、非常に便利だと自分も使ってみて感じました。
　そして議会情報を収集しやすくするために傍聴席内でもメモを取りやす
いような物を設けると良いと思いました。議会を傍聴して友人や知人へあ
りのままを的確に分かりやすく伝えていきたいと思え、今後の課題も含め
て大津町の未来を想像することができました。

議会を通して学びにつながりました。

山下  輝壱さん
（美咲野）

やました　  き い ち

令和8年6月1日  第115号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

6月3日(水)開催予定
（日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す）
日程　6月3日（水）～16日（火）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

　大津町町村合併70周年×本田技研工業（株）熊本製作所50周年記念　バイク特
別展示の様子を表紙に選びました。
　今年度の当初予算の中で「バイクのまち大津町×ホンダ熊本製作所50周年記念展
示」事業予算86万6千円が計上され、今定例会の中でも大津町議会として、しっか
りと審議を行い、可決にいたりました。
　また、大津町企業連絡協議会からもご協力をいただいております。広く住民の皆
さまへ「バイクのまち」「モノづくりの素晴らしさ」をPRするための事業です。7月
17日（金）まで大津町役場1階にて展示してありますので、どうぞ足をお運びください。

表紙こぼれ話

　田植えの風景が広がり、初夏を感じる頃となりまし

た。広報委員会に入り1年、議会の内容を分かりやす

く伝える難しさと、その大切さを日々感じています。

先日は先進自治体への視察研修へ行き、多くの学び

を得ました。これからも「町民と行政がつながる」

広報づくりに努めてまいります。皆様のお声をぜひお

寄せください。 　　　　　　　　　　 （中山 直之） 



１９９億９,６２８万円一般会計予算１９９億９,６２８万円 の
予算が成立しました｡

23 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ
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　　給食配送車事故を受け、再発防止策を

問う。

　　シルバー人材センターへ安全対策の徹底
を申し入れ、運転者の見直しや同乗者による確
認、バックモニター活用の徹底で安全確保に努
める。

問

　　平川準用河川について、以前一般質問を
した後に対応していただいているが、今後の
改修スケジュールの概要を問う。

　　平川河川延長12キロの流下能力の調査
を行い、想定雨量と照らし河川断面の改修な
どを令和９年度以降実施できればと考えてい
る。

問 答

答

　　小・中学校通学区域等検討委員会はどの

ような内容なのか。

　　大津南小学校の校区を検討するもので、
南小学校に比較的近い灰塚区・新区エリア
について検討を行う。

問 答

　　新駅周辺市街地創出検討業務委託は中
間駅の業務委託だと思うが、調査内容は何
か。

　　中間駅周辺の市街地創出に向け、地域
住民や関係団体を対象に勉強会を開催し、将
来像を共有・整理しながらまちづくりのイ
メージを作成するための調査業務になる。

問 答

　　高齢者エアコン購入助成。町の単独経
費だが、国の交付金を使えば町の負担も少
なく、また低所得者も対象にできたのではな
いか。

　　国交付金は総合的判断で活用していな
い。熱中症リスクが高い高齢者を重視した。
これまでも低所得者からのニーズはなかっ
た。

問 答

　　令和8年度予算では公共施設2 ヶ所への 
Wi-Fi整備費が計上されているが、多くの町
民が利用する生涯学習センターへの整備予定
を問う。

　　生涯学習センターは今後再生整備を進
めるが、リニューアル前でも整備できるよう
計画的に設置を検討する。

問 答

　　大津町犯罪被害者等支援条例につい
て、町営住宅　優先入居・支援・条例の周知
は。

　　町営住宅は優先入居可能。支援について

は運用を検討・広報などで周知を行う。

問 答

　　吹田団地の通学バスの通学費補助は定
期券購入者限定となっており、使い勝手が悪
い。定期券購入者以外のICカードの利用で
も履歴などを確認し補助を行えないか。

　　定期券の利用が6割程度である。交付
要綱の見直しもあるため、令和８年度で実態
調査を行う予定。

問 答

　　施政方針は取組強化を示しながら、予
算は昨年同額の500万円に据え置きで整合
しない。防犯カメラ整備は急務であり、委員
会での更なる検討を求める。

　　取組強化は記載したが予算には限りがあ
る。重要性は認識しており、警察や地域と
連携し計画的整備を進める。

問 答

　　乗り合いタクシーの拡大については、高齢
者にとってありがたい。利用者の予約があれば
柔軟に対応すべきではないのか。ジャンボタク
シーの導入はしないのか。町民への周知とガ
イドブックの作成を再度すべきではないか。

　　乗り合いタクシー利用は運行時間に合わ
せて予約１台ないし２台準備し、それ以上の場
合は次の便の対応となる。４月からの状況を
見て対応していく。ジャンボタクシー導入もタ
クシー事業者と検討する。また、町民の周知
は広報、 HP、チラシ等で周知する。

問 答

　　町で設置をしている防犯カメラの台数は
何台か。
　また、各区で設置をする場合にはいくらの
助成金が出せるのか。

　　町で設置をしている防犯カメラの台数は
127台。
　各区で設置をする場合には、一台当たり
35万円から50万円の助成金で対応している。

問 答

議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

山部 良二
議員

やま べ    りょうじ

豊瀨 和久
議員

とよ  せ    かずひさ

田代 元気
議員

た しろ　げん  き

時松 智弘
議員

ときまつ　とも ひろ

山本 富二夫
議員

やまもと　 ふ    じ    お

村山 龍一
議員

むら やま りゅういち

佐藤 真二
議員

さ  とう  しん  じ

大塚 益雄
議員

おおつか　ます  お

岩下 啓史
議員

いわした　けい  し

大塚 勝二
議員

おおつか  かつ  じ

にしかわ　ひでつぐ

 川 秀貢
議員

議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。
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上程された議案・概要

－ ○●○ ○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 1学校給食無償化の実施に関する決議について
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上程された議案・概要

－ ○○○ ○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0中学校給食費の早期無償化等の保護者負担軽減を求める意見書の提出について

令和8年度の予算

　３月定例会は、３月２日から１９日の１８日間の会期で開催され、町長から提案された専決処分の承認１件と振興総合計画
の策定に関する議案２件、損害賠償に関する議案１件、規約の変更１件、計画の策定１件、町道の路線廃止認定２件、条
例関係８件、令和７年度分の補正予算９件、令和８年度予算関係９件、最終日に追加された契約の締結１件の計３５件が審
議され、可決されました。
　また、文教厚生常任委員会から決議の提出１件、議員有志による意見書の提出が１件ありました。

　学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資するのみならず、憲法が定める義務教育無償の精神を具現化する重要な教育活動である。昨今
の物価高騰による家計への影響が深刻化する中、子育て世帯に対する直接的な支援として、給食費の無償化に対する住民の期待は極めて高い。
　しかしながら、国の方針に準じて小学校のみを先行して無償化することは、同一の義務教育期間にありながら、中学生の保護者に対して継続的
な負担を強いるものであり、自治体内における行政サービスの公平性を著しく欠くものである。特に、成長期にあり食費負担が増大する中学生の
子を持つ世帯において、支援から取り残されることによる不公平感は看過できない。
　大津町が掲げる子育て支援施策の整合性を保ち、全ての児童生徒が等しく教育の恩恵を享受できる環境を整備することは、本町の責務である。
　よって、大津町議会は、町長および教育委員会に対し、必要な措置を速やかに実行するよう強く求めるものである。

　中学校段階の無償化等の保護者負担の抜本的な軽減には明確な期限が設けられておらず、「できる限り速やかに」とする表現にとどまってい
る現状から、自治体間で生じてきた給食費負担の差の是正、全国どこでも一定の教育環境が確保され、自治体の財政、給食の質、地産地消の推
進等に鑑み、国の中学校給食費の令和８年度中の無償化等、保護者負担軽減の実施を求める。
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大津町振興総合計画基本構想の策定について
大津町振興総合計画基本計画の策定について

令和８年度大津町一般会計予算について
令和８年度大津町国民健康保険特別会計予算について
令和８年度大津町介護保険特別会計予算について
令和８年度大津町後期高齢者医療特別会計予算について
令和８年度大津町工業団地整備事業特別会計算について

発議第１号　中学校給食費の早期無償化等の保護者負担軽減を求める意見書の提出について

発委第１号　学校給食無償化の実施に関する決議の提出について 提出者　文教厚生常任委員会　委員長　山本　富二夫

提出者　大津町議会議員　時松　智弘

大津町立保育所の延長保育事業、一時保育事業及び休日保育事業の
利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について
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について検討を行う。
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　　新駅周辺市街地創出検討業務委託は中
間駅の業務委託だと思うが、調査内容は何
か。

　　中間駅周辺の市街地創出に向け、地域
住民や関係団体を対象に勉強会を開催し、将
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メージを作成するための調査業務になる。
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　　高齢者エアコン購入助成。町の単独経
費だが、国の交付金を使えば町の負担も少
なく、また低所得者も対象にできたのではな
いか。

　　国交付金は総合的判断で活用していな
い。熱中症リスクが高い高齢者を重視した。
これまでも低所得者からのニーズはなかっ
た。

問 答

　　令和8年度予算では公共施設2 ヶ所への 
Wi-Fi整備費が計上されているが、多くの町
民が利用する生涯学習センターへの整備予定
を問う。

　　生涯学習センターは今後再生整備を進
めるが、リニューアル前でも整備できるよう
計画的に設置を検討する。

問 答

　　大津町犯罪被害者等支援条例につい
て、町営住宅　優先入居・支援・条例の周知
は。

　　町営住宅は優先入居可能。支援について

は運用を検討・広報などで周知を行う。

問 答

　　吹田団地の通学バスの通学費補助は定
期券購入者限定となっており、使い勝手が悪
い。定期券購入者以外のICカードの利用で
も履歴などを確認し補助を行えないか。

　　定期券の利用が6割程度である。交付
要綱の見直しもあるため、令和８年度で実態
調査を行う予定。

問 答

　　施政方針は取組強化を示しながら、予
算は昨年同額の500万円に据え置きで整合
しない。防犯カメラ整備は急務であり、委員
会での更なる検討を求める。

　　取組強化は記載したが予算には限りがあ
る。重要性は認識しており、警察や地域と
連携し計画的整備を進める。

問 答

　　乗り合いタクシーの拡大については、高齢
者にとってありがたい。利用者の予約があれば
柔軟に対応すべきではないのか。ジャンボタク
シーの導入はしないのか。町民への周知とガ
イドブックの作成を再度すべきではないか。

　　乗り合いタクシー利用は運行時間に合わ
せて予約１台ないし２台準備し、それ以上の場
合は次の便の対応となる。４月からの状況を
見て対応していく。ジャンボタクシー導入もタ
クシー事業者と検討する。また、町民の周知
は広報、 HP、チラシ等で周知する。

問 答

　　町で設置をしている防犯カメラの台数は
何台か。
　また、各区で設置をする場合にはいくらの
助成金が出せるのか。

　　町で設置をしている防犯カメラの台数は
127台。
　各区で設置をする場合には、一台当たり
35万円から50万円の助成金で対応している。

問 答

議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

山部 良二
議員

やま べ    りょうじ

豊瀨 和久
議員

とよ  せ    かずひさ

田代 元気
議員

た しろ　げん  き

時松 智弘
議員

ときまつ　とも ひろ

山本 富二夫
議員

やまもと　 ふ    じ    お

村山 龍一
議員

むら やま りゅういち

佐藤 真二
議員

さ  とう  しん  じ

大塚 益雄
議員

おおつか　ます  お

岩下 啓史
議員

いわした　けい  し

大塚 勝二
議員

おおつか  かつ  じ

にしかわ　ひでつぐ

 川 秀貢
議員

議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。
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上程された議案・概要

－ ○●○ ○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 1学校給食無償化の実施に関する決議について
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上程された議案・概要

－ ○○○ ○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0中学校給食費の早期無償化等の保護者負担軽減を求める意見書の提出について

令和8年度の予算

　３月定例会は、３月２日から１９日の１８日間の会期で開催され、町長から提案された専決処分の承認１件と振興総合計画
の策定に関する議案２件、損害賠償に関する議案１件、規約の変更１件、計画の策定１件、町道の路線廃止認定２件、条
例関係８件、令和７年度分の補正予算９件、令和８年度予算関係９件、最終日に追加された契約の締結１件の計３５件が審
議され、可決されました。
　また、文教厚生常任委員会から決議の提出１件、議員有志による意見書の提出が１件ありました。

　学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資するのみならず、憲法が定める義務教育無償の精神を具現化する重要な教育活動である。昨今
の物価高騰による家計への影響が深刻化する中、子育て世帯に対する直接的な支援として、給食費の無償化に対する住民の期待は極めて高い。
　しかしながら、国の方針に準じて小学校のみを先行して無償化することは、同一の義務教育期間にありながら、中学生の保護者に対して継続的
な負担を強いるものであり、自治体内における行政サービスの公平性を著しく欠くものである。特に、成長期にあり食費負担が増大する中学生の
子を持つ世帯において、支援から取り残されることによる不公平感は看過できない。
　大津町が掲げる子育て支援施策の整合性を保ち、全ての児童生徒が等しく教育の恩恵を享受できる環境を整備することは、本町の責務である。
　よって、大津町議会は、町長および教育委員会に対し、必要な措置を速やかに実行するよう強く求めるものである。

　中学校段階の無償化等の保護者負担の抜本的な軽減には明確な期限が設けられておらず、「できる限り速やかに」とする表現にとどまってい
る現状から、自治体間で生じてきた給食費負担の差の是正、全国どこでも一定の教育環境が確保され、自治体の財政、給食の質、地産地消の推
進等に鑑み、国の中学校給食費の令和８年度中の無償化等、保護者負担軽減の実施を求める。
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1
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1

大津町振興総合計画基本構想の策定について
大津町振興総合計画基本計画の策定について

令和８年度大津町一般会計予算について
令和８年度大津町国民健康保険特別会計予算について
令和８年度大津町介護保険特別会計予算について
令和８年度大津町後期高齢者医療特別会計予算について
令和８年度大津町工業団地整備事業特別会計算について

発議第１号　中学校給食費の早期無償化等の保護者負担軽減を求める意見書の提出について

発委第１号　学校給食無償化の実施に関する決議の提出について 提出者　文教厚生常任委員会　委員長　山本　富二夫

提出者　大津町議会議員　時松　智弘

大津町立保育所の延長保育事業、一時保育事業及び休日保育事業の
利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について
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　窓
口
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
窓
口
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Ｘ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
予
定
し
て
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る
。
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イ

ン
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行
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」

申
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を
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」
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が
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に
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の
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の
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で
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続
を
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の
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　事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
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共
的
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設
の
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に
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当
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れ
ば
可
能
で

あ
る
。
辺
地
に
該
当
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る
地
区
の

公
共
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設
を
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備
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は
、
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備
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書
を
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す
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と
で

辺
地
債
を
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用
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る
。
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QA 　
　
雨
庭
設
置
工
事
の
構
造
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　熊
本
県
立
大
学
が
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
推
奨
さ
れ
て
い
る

構
造
で
設
置
を
行
う
予
定
。
施
工

方
法
に
は
50
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
下

げ
、
土
壌
改
良
を
行
い
な
が
ら
、

埋
め
戻
し
を
す
る
。

QA 　
　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
の
説
明
は
。

QA 　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
仕
様
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。
条
件
を
満
た

す
も
の
で
あ
れ
ば
、
安
い
機
種
を

使
用
し
、
10
件
以
上
設
置
で
き
な

い
か
。

　
　機
種
は
定
め
て
な
い
が
、
仕

様
書
で
2
0
0
万
画
素
以
上
の
性

能
を
満
た
す
も
の
と
し
て
い
る
。

台
数
も
補
助
の
制
度
改
正
が
行
わ

れ
て
お
り
、
1
台
設
置
で
35
万
、

2
台
で
45
万
、
3
台
以
上
で
50
万

の
補
助
限
度
額
と
設
定
し
て
い
る

た
め
、
希
望
す
る
台
数
次
第
で
10

件
以
上
対
象
に
で
き
る
。

QA 　
　
大
津
町
振
興
総
合
計
画
の
実

施
計
画
は
、
町
民
や
議
会
に
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
の
か
。
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興
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合
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画
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防
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カ
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進
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業
の
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果
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辺
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合
整
備
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は
、
公

共
的
施
設
の
整
備
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
事
業
で
も
辺
地
債
を
利
用
し

て
実
施
で
き
る
の
か
。
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ガ
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メ
ン
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ウ
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利
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料
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ど
う
な
っ
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い
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　住
民
基
本
台
帳
や
税
な
ど
の

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

国
が
推
進
す
る
標
準
化
共
通
化
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
ご
と
に

運
用
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
を
国
が

指
定
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

上
で
運
用
す
る
仕
組
み
に
移
行
す

る
。
対
象
業
務
は
国
が
定
め
た
20

業
務
で
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
た

め
の
費
用
に
な
る
。

大津町の将来ビジョン
『今も未来もみんなが        幸せであり続けられるまち 大津』

おお   づ  まち　　　しょうらい

　 いま         み　らい　                    　　　　　　　　　 しあわ                           つづ                                          おお   づ  

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　実
施
計
画
は
、
3
年
間
の

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
、
予
算
編
成

の
基
礎
と
し
て
作
成
し
て
い
る
。

新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
う
え

で
、
内
容
を
整
理
し
、
公
表
を
行

う
。　

　
　実
施
計
画
は
、
わ
か
り
や

す
い
表
を
作
成
し
、
町
民
が
い
つ

で
も
確
認
で
き
る
よ
う
公
表
し
て

ほ
し
い
。
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第 7次振興総合計画の冊子

内牧地区の岩戸神社入口

熊本県立大学の雨庭
窓口業務のイメージ写真

ガバメントクラウドのイラスト

室地区に設置してある防犯カメラ
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進
事
業
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
内
容
の
説
明
は
。

QA 　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
仕
様
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。
条
件
を
満
た

す
も
の
で
あ
れ
ば
、
安
い
機
種
を

使
用
し
、
10
件
以
上
設
置
で
き
な

い
か
。

　
　機
種
は
定
め
て
な
い
が
、
仕

様
書
で
2
0
0
万
画
素
以
上
の
性

能
を
満
た
す
も
の
と
し
て
い
る
。

台
数
も
補
助
の
制
度
改
正
が
行
わ

れ
て
お
り
、
1
台
設
置
で
35
万
、

2
台
で
45
万
、
3
台
以
上
で
50
万

の
補
助
限
度
額
と
設
定
し
て
い
る

た
め
、
希
望
す
る
台
数
次
第
で
10

件
以
上
対
象
に
で
き
る
。

QA 　
　
大
津
町
振
興
総
合
計
画
の
実

施
計
画
は
、
町
民
や
議
会
に
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
の
か
。

振
興
総
合
計
画
を
経
た

具
体
策
に
つ
い
て

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
の

利
用
効
果
に
つ
い
て

雨
庭
設
置
工
事
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

防
犯
カ
メ
ラ
の
仕
様
は

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
は

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
効
果
は

QA 　
　
辺
地
総
合
整
備
計
画
は
、
公

共
的
施
設
の
整
備
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
事
業
で
も
辺
地
債
を
利
用
し

て
実
施
で
き
る
の
か
。

QA 　
　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用

料
の
費
用
や
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　住
民
基
本
台
帳
や
税
な
ど
の

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

国
が
推
進
す
る
標
準
化
共
通
化
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
ご
と
に

運
用
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
を
国
が

指
定
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

上
で
運
用
す
る
仕
組
み
に
移
行
す

る
。
対
象
業
務
は
国
が
定
め
た
20

業
務
で
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
す
る
た

め
の
費
用
に
な
る
。

大津町の将来ビジョン
『今も未来もみんなが        幸せであり続けられるまち 大津』

おお   づ  まち　　　しょうらい

　 いま         み　らい　                    　　　　　　　　　 しあわ                           つづ                                          おお   づ  

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　実
施
計
画
は
、
3
年
間
の

ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
、
予
算
編
成

の
基
礎
と
し
て
作
成
し
て
い
る
。

新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
う
え

で
、
内
容
を
整
理
し
、
公
表
を
行

う
。　

　
　実
施
計
画
は
、
わ
か
り
や

す
い
表
を
作
成
し
、
町
民
が
い
つ

で
も
確
認
で
き
る
よ
う
公
表
し
て

ほ
し
い
。

意
見

町の安心と運営を支える
定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

     
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

   

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

第 7次振興総合計画の冊子

内牧地区の岩戸神社入口

熊本県立大学の雨庭
窓口業務のイメージ写真

ガバメントクラウドのイラスト

室地区に設置してある防犯カメラ

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト
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整
備
中
の
工
業
団
地
は
、
企

業
へ
の
分
譲
は
い
つ
か
ら
始
め
る

の
か
。
ま
た
、
早
く
売
却
し
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

経済建設
委員会
レポート

QA 　
　
鹿
の
頭
数
が
増
え
て
お
り
電

気
牧
柵
を
飛
び
越
え
て
入
っ
て
く

る
鹿
に
対
し
て
有
効
な
対
策
は
あ

る
か
。

　
　県
に
も
相
談
し
て
い
る
が
、

有
効
な
対
策
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た

い
。

工
業
団
地
の
地
下
水
涵
養
は

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は

農
地
転
用
状
況
は

QA 　
　
工
業
団
地
は
地
下
水
涵
養
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る
の
か
。

　
　地
下
水
涵
養
を
実
施
す
る
よ

う
県
か
ら
も
指
導
を
受
け
て
い

る
。
造
成
に
伴
う
涵
養
と
し
て
北

西
側
の
緑
地
と
周
辺
の
緩
衝
体
を

緑
地
と
し
地
下
水
涵
養
エ
リ
ア
に

設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
が

立
地
す
る
際
に
地
下
水
涵
養
を
含

め
た
環
境
な
ど
へ
の
配
慮
・
協
力

を
含
め
た
環
境
形
成
協
定
を
締
結

す
る
予
定
。
雨
水
浸
透
ま
す
や
雨

庭
な
ど
の
協
力
を
依
頼
す
る
。

QA 　
　
現
在
の
農
地
転
用
状
況
は
。

　
　Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
発
表
前
の

３
年
間
の
転
用
申
請
は
年
平
均

71
件
。
発
表
後
は
1
0
2
件
。
令

和
7
年
度
は
7
月
以
降
落
ち
着
い

て
い
た
が
、
第
２
工
場
の
工
事
再

開
か
ら
相
談
件
数
は
増
加
し
て
い

る
。

QA 　
　
駅
南
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐

輪
場
の
区
画
線
設
置
で
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
利
用
台
数
を
踏
ま
え
、
応
急
対

応
で
な
く
自
転
車
止
め
設
置
な

ど
、
根
本
的
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
ふ
さ
ぐ
こ

と
が
な
い
よ
う
に
区
画
線
工
事
を

行
っ
て
い
く
。
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
で
、
駅
周
整
備
を
検

討
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
ソ
フ

ト
的
な
手
法
で
対
応
す
る
。

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
輪
場

整
備
は

工
業
団
地
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

QA　
　周
辺
自
治
体
で
は
造
成
工
事

完
了
前
に
企
業
の
募
集
を
し
て
い

る
た
め
、
同
様
に
造
成
工
事
完
了

前
に
企
業
を
募
集
し
、
完
成
後
に

す
ぐ
売
買
契
約
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

　

QA 　
　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。　

　第
6
次
振
興
総
合
計
画
に
お

い
て
目
標
達
成
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
継
承
す
る
形
で
強
力

に
推
進
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り

た
い
。

まちづくりと　  地域産業の課題
ち 　  い き   さ ん   ぎ ょ う 　       か    だ い

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

くらしと産業の土台を創る
定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       
     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

 

大津町のカライモ

被害防止用電気牧柵とシカ防止用テープ

区画線設置された駐輪場

審議中の様子

雨庭の説明パンフレット

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト
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整
備
中
の
工
業
団
地
は
、
企

業
へ
の
分
譲
は
い
つ
か
ら
始
め
る

の
か
。
ま
た
、
早
く
売
却
し
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

経済建設
委員会
レポート

QA 　
　
鹿
の
頭
数
が
増
え
て
お
り
電

気
牧
柵
を
飛
び
越
え
て
入
っ
て
く

る
鹿
に
対
し
て
有
効
な
対
策
は
あ

る
か
。

　
　県
に
も
相
談
し
て
い
る
が
、

有
効
な
対
策
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た

い
。

工
業
団
地
の
地
下
水
涵
養
は

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は

農
地
転
用
状
況
は

QA 　
　
工
業
団
地
は
地
下
水
涵
養
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る
の
か
。

　
　地
下
水
涵
養
を
実
施
す
る
よ

う
県
か
ら
も
指
導
を
受
け
て
い

る
。
造
成
に
伴
う
涵
養
と
し
て
北

西
側
の
緑
地
と
周
辺
の
緩
衝
体
を

緑
地
と
し
地
下
水
涵
養
エ
リ
ア
に

設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
が

立
地
す
る
際
に
地
下
水
涵
養
を
含

め
た
環
境
な
ど
へ
の
配
慮
・
協
力

を
含
め
た
環
境
形
成
協
定
を
締
結

す
る
予
定
。
雨
水
浸
透
ま
す
や
雨

庭
な
ど
の
協
力
を
依
頼
す
る
。

QA 　
　
現
在
の
農
地
転
用
状
況
は
。

　
　Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
発
表
前
の

３
年
間
の
転
用
申
請
は
年
平
均

71
件
。
発
表
後
は
1
0
2
件
。
令

和
7
年
度
は
7
月
以
降
落
ち
着
い

て
い
た
が
、
第
２
工
場
の
工
事
再

開
か
ら
相
談
件
数
は
増
加
し
て
い

る
。

QA 　
　
駅
南
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐

輪
場
の
区
画
線
設
置
で
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
利
用
台
数
を
踏
ま
え
、
応
急
対

応
で
な
く
自
転
車
止
め
設
置
な

ど
、
根
本
的
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
ふ
さ
ぐ
こ

と
が
な
い
よ
う
に
区
画
線
工
事
を

行
っ
て
い
く
。
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
で
、
駅
周
整
備
を
検

討
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
ソ
フ

ト
的
な
手
法
で
対
応
す
る
。

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
輪
場

整
備
は

工
業
団
地
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

QA　
　周
辺
自
治
体
で
は
造
成
工
事

完
了
前
に
企
業
の
募
集
を
し
て
い

る
た
め
、
同
様
に
造
成
工
事
完
了

前
に
企
業
を
募
集
し
、
完
成
後
に

す
ぐ
売
買
契
約
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

　

QA 　
　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。　

　第
6
次
振
興
総
合
計
画
に
お

い
て
目
標
達
成
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
、
継
承
す
る
形
で
強
力

に
推
進
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り

た
い
。

まちづくりと　  地域産業の課題
ち 　  い き   さ ん   ぎ ょ う 　       か    だ い

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

くらしと産業の土台を創る
定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

     
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

 

大津町のカライモ

被害防止用電気牧柵とシカ防止用テープ

区画線設置された駐輪場

審議中の様子

雨庭の説明パンフレット

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト



 
議
案
第
26
号
関
連

令
和
８
年
度

   

大
津
町
一
般
会
計
予
算

【
反
対
討
論
】
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
公
平
性
・
平
等
性
、
ま
た
義

務
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
い

う
観
点
か
ら
、
小
中
学
校
は
同
様

に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
小
学

校
だ
け
を
無
償
化
す
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
中
学
校
も

同
時
に
無
償
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
そ
の
予
算
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
予
算
案

に
は
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】
な
し

←【
採
決
】
賛
成
少
数
で
否
決

　中
学
校
も
区
別
な
く
速
や
か
に

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
発
議
と
し
て
本
会
議

に
提
出
し
た
。

　

   （
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

89

　
　各
園
で
利
用
定
員
を
定
め
る

こ
と
に
な
る
。
利
用
す
る
際
に
は

事
前
に
保
護
者
と
園
で
面
談
を
行

い
、
利
用
計
画
を
立
て
て
、
実
際

の
利
用
と
な
る
。
定
員
枠
が
埋

ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
町
内
の

他
の
実
施
園
を
案
内
す
る
な
ど
し

て
、
で
き
る
だ
け
利
用
で
き
る
よ

う
に
調
整
す
る
。

文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費
補

助
金
が
拡
充
さ
れ
る
が
、
い
つ
か

ら
利
用
で
き
る
の
か
。

　
　特
定
不
妊
治
療
は
自
己
負
担

分
に
対
し
上
限
５
万
円
、
先
進
医

療
は
そ
の
費
用
に
対
し
上
限
５
万

円
、
人
工
授
精
な
ど
の
一
般
不
妊

治
療
は
自
己
負
担
分
に
対
し
上
限

４
万
円
の
助
成
を
、
令
和
８
年
度

か
ら
予
定
し
て
い
る
。

　県
の
補
助
制
度
が
令
和
８
年
度

か
ら
先
進
医
療
の
み
を
対
象
と
す

る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
、
一
般
不

妊
治
療
及
び
特
定
不
妊
治
療
に
つ

い
て
も
町
単
独
で
助
成
を
行
い
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

QA 　
　
国
の
制
度
に
よ
り
小
学
校
の

給
食
費
は
無
償
化
さ
れ
る
が
、
中

学
校
ま
で
無
償
化
の
対
象
と
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
小
中
学
校

は
義
務
教
育
な
の
で
、
同
時
に
無

償
化
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　小
学
校
の
給
食
費
は
、
国
の

制
度
に
よ
り
財
政
支
援
が
行
わ
れ

る
が
、
中
学
校
は
現
時
点
で
支
援

が
な
い
。
町
が
単
独
で
実
施
し
た

場
合
、
毎
年
約
９
千
万
円
の
新
た

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
。
こ
の
た

め
、
国
の
制
度
に
基
づ
き
、
小
学

校
か
ら
無
償
化
を
先
行
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
は
、
今
後
、
国
の
制

度
や
財
源
措
置
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

一
時
保
育
利
用
者
の
負
担
増

説
明
す
る
べ
き

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

利
用
保
障
は

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費

補
助
金
拡
充
は
、
い
つ
か
ら

バ
ス
通
学
定
期
券

購
入
の
改
善
を

中
学
校
も
給
食
費
無
償
化
を

QA 　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
で

は
、
利
用
し
た
い
園
に
空
き
が
な

く
な
り
、
利
用
し
た
い
こ
ど
も
が

利
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
利
用
の

保
障
が
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

QA 　
　
こ
れ
ま
で
一
時
保
育
の
利
用

料
は
１
日
利
用
だ
と
給
食
費
込
み

で
８
時
間
２
千
円
だ
っ
た
。
改
正

す
る
と
１
時
間
当
た
り
50
円
増
の

２
５
０
円
か
ら
３
０
０
円
と
な

り
、
結
果
的
に
値
上
げ
に
な
る
。

利
用
者
に
対
し
て
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 

乳
児
等
通
園
支
援
制
度
に

お
い
て
、
１
時
間
３
０
０
円
を
標

準
と
し
、
給
食
費
は
別
途
徴
収
と

い
う
取
り
扱
い
と
さ
れ
て
い
て
、

一
時
保
育
事
業
も
、
同
様
に
子
ど

も
を
預
か
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

同
一
の
料
金
体
系
と
し
て
改
正
す

る
も
の
。
そ
の
点
に
つ
い
て
改
め

て
説
明
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

QA 　
　
吹
田
団
地
か
ら
通
学
す
る
児

童
へ
の
バ
ス
の
通
学
補
助
お
よ
び

定
期
券
購
入
に
つ
い
て
、
使
い
勝

手
が
悪
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
町

は
現
状
を
把
握
す
る
た
め
実
態
調

査
を
実
施
し
、
改
善
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　吹
田
団
地
か
ら
通
学
す
る
対

象
児
童
約
１
０
０
人
の
う
ち
、
定

期
券
の
申
請
率
が
６
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
の
質
疑
を
受
け
、

令
和
８
年
度
に
実
態
調
査
を
行
う

予
定
。
ま
た
、
帰
り
の
バ
ス
の
時

間
が
合
わ
な
い
時
は
保
護
者
が
送

迎
し
て
い
る
現
状
な
ど
も
ふ
ま

え
、
地
区
代
表
の
保
護
者
と
も
相

談
し
、
実
状
に
応
じ
た
補
助
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。

中学校も
給食費無償化の　  早期導入を検討すべき

ち ゅ う が っ    こ う
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イ
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議
案
第
26
号
関
連

令
和
８
年
度

   

大
津
町
一
般
会
計
予
算

【
反
対
討
論
】
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
公
平
性
・
平
等
性
、
ま
た
義

務
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
い

う
観
点
か
ら
、
小
中
学
校
は
同
様

に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
小
学

校
だ
け
を
無
償
化
す
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
中
学
校
も

同
時
に
無
償
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
そ
の
予
算
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
予
算
案

に
は
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】
な
し

←【
採
決
】
賛
成
少
数
で
否
決

　中
学
校
も
区
別
な
く
速
や
か
に

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
発
議
と
し
て
本
会
議

に
提
出
し
た
。

　

   （
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
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　各
園
で
利
用
定
員
を
定
め
る

こ
と
に
な
る
。
利
用
す
る
際
に
は

事
前
に
保
護
者
と
園
で
面
談
を
行

い
、
利
用
計
画
を
立
て
て
、
実
際

の
利
用
と
な
る
。
定
員
枠
が
埋

ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
町
内
の

他
の
実
施
園
を
案
内
す
る
な
ど
し

て
、
で
き
る
だ
け
利
用
で
き
る
よ

う
に
調
整
す
る
。

文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費
補

助
金
が
拡
充
さ
れ
る
が
、
い
つ
か

ら
利
用
で
き
る
の
か
。

　
　特
定
不
妊
治
療
は
自
己
負
担

分
に
対
し
上
限
５
万
円
、
先
進
医

療
は
そ
の
費
用
に
対
し
上
限
５
万

円
、
人
工
授
精
な
ど
の
一
般
不
妊

治
療
は
自
己
負
担
分
に
対
し
上
限

４
万
円
の
助
成
を
、
令
和
８
年
度

か
ら
予
定
し
て
い
る
。

　県
の
補
助
制
度
が
令
和
８
年
度

か
ら
先
進
医
療
の
み
を
対
象
と
す

る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
、
一
般
不

妊
治
療
及
び
特
定
不
妊
治
療
に
つ

い
て
も
町
単
独
で
助
成
を
行
い
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

QA 　
　
国
の
制
度
に
よ
り
小
学
校
の

給
食
費
は
無
償
化
さ
れ
る
が
、
中

学
校
ま
で
無
償
化
の
対
象
と
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
小
中
学
校

は
義
務
教
育
な
の
で
、
同
時
に
無

償
化
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　小
学
校
の
給
食
費
は
、
国
の

制
度
に
よ
り
財
政
支
援
が
行
わ
れ

る
が
、
中
学
校
は
現
時
点
で
支
援

が
な
い
。
町
が
単
独
で
実
施
し
た

場
合
、
毎
年
約
９
千
万
円
の
新
た

な
財
政
負
担
が
生
じ
る
。
こ
の
た

め
、
国
の
制
度
に
基
づ
き
、
小
学

校
か
ら
無
償
化
を
先
行
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。
中
学
校
給
食

費
の
無
償
化
は
、
今
後
、
国
の
制

度
や
財
源
措
置
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

一
時
保
育
利
用
者
の
負
担
増

説
明
す
る
べ
き

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

利
用
保
障
は

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
費

補
助
金
拡
充
は
、
い
つ
か
ら

バ
ス
通
学
定
期
券

購
入
の
改
善
を

中
学
校
も
給
食
費
無
償
化
を

QA 　
　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
で

は
、
利
用
し
た
い
園
に
空
き
が
な

く
な
り
、
利
用
し
た
い
こ
ど
も
が

利
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
利
用
の

保
障
が
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

QA 　
　
こ
れ
ま
で
一
時
保
育
の
利
用

料
は
１
日
利
用
だ
と
給
食
費
込
み

で
８
時
間
２
千
円
だ
っ
た
。
改
正

す
る
と
１
時
間
当
た
り
50
円
増
の

２
５
０
円
か
ら
３
０
０
円
と
な

り
、
結
果
的
に
値
上
げ
に
な
る
。

利
用
者
に
対
し
て
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 
乳
児
等
通
園
支
援
制
度
に

お
い
て
、
１
時
間
３
０
０
円
を
標

準
と
し
、
給
食
費
は
別
途
徴
収
と

い
う
取
り
扱
い
と
さ
れ
て
い
て
、

一
時
保
育
事
業
も
、
同
様
に
子
ど

も
を
預
か
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

同
一
の
料
金
体
系
と
し
て
改
正
す

る
も
の
。
そ
の
点
に
つ
い
て
改
め

て
説
明
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

QA 　
　
吹
田
団
地
か
ら
通
学
す
る
児

童
へ
の
バ
ス
の
通
学
補
助
お
よ
び

定
期
券
購
入
に
つ
い
て
、
使
い
勝

手
が
悪
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
町

は
現
状
を
把
握
す
る
た
め
実
態
調

査
を
実
施
し
、
改
善
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
　吹
田
団
地
か
ら
通
学
す
る
対

象
児
童
約
１
０
０
人
の
う
ち
、
定

期
券
の
申
請
率
が
６
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
の
質
疑
を
受
け
、

令
和
８
年
度
に
実
態
調
査
を
行
う

予
定
。
ま
た
、
帰
り
の
バ
ス
の
時

間
が
合
わ
な
い
時
は
保
護
者
が
送

迎
し
て
い
る
現
状
な
ど
も
ふ
ま

え
、
地
区
代
表
の
保
護
者
と
も
相

談
し
、
実
状
に
応
じ
た
補
助
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。

中学校も
給食費無償化の　  早期導入を検討すべき
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　令
和
６
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
北
小
と
東
小
校
区
に

限
定
し
た
移
住
支
援
事
業
補

助
金
は
、
現
時
点
で
の
活
用

実
績
は
な
い
。
ま
た
、
町
独

自
の
定
住
促
進
補
助
制
度
を

創
設
す
る
予
定
は
な
い
。
補

助
金
は
、
施
策
の
ひ
と
つ
の

手
段
で
あ
り
、
補
助
制
度
が

直
ち
に
移
住
定
住
の
促
進
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
の
も
と
、
都
市
計
画
や

企
業
誘
致
を
通
じ
た
働
く
場

の
確
保
、
拠
点
形
成
、
道
路

や
生
活
基
盤
の
整
備
、
子
育

て
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
を

進
め
る
こ
と
が
定
住
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

     

　
　
　
　
　
　

 （
町
長
）

　
　
菊
陽
町
は
、
定
住
促
進

補
助
事
業
制
度
を
菊
陽
南
小

学
校
区
で
行
っ
て
お
り
、
校

区
の
児
童
数
と
人
口
が
増
え

て
い
る
。
児
童
数
は
平
成
22

年
の
64
人
か
ら
令
和
７
年
に

は
１
０
５
人
と
１
・
６
倍
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
も
増
え

て
い
る
。
児
童
や
人
口
の
増

加
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
重

な
り
、
増
加
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
補
助
事
業
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

町
独
自
の
定
住
促
進
補
助
金

制
度
を
行
わ
な
い
の
か
。
補

助
金
だ
け
で
な
く
、
定
住
促

進
や
移
住
促
進
を
進
め
る
た

め
の
考
え
は
な
い
の
か
。

その他の質問

Q

A

町独自の定住促進補助金制度を行うのか
町独自では行わない

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

・「町の将来像」について

で
あ
る
。
大
津
町
と
し
て
、

公
的
資
金
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
。 

　
　
特
定
職
種
へ
の
新
た
な

奨
学
金
制
度
は
、
他
職
種
と

の
公
平
性
や
財
政
負
担
な
ど

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。 

　大
津
町
奨
学
資
金
貸
付
け

条
例
に
基
づ
く
無
利
子
の
奨

学
資
金
貸
付
け
制
度
・
国
や

県
、
関
係
機
関
が
実
施
し
て

い
る
就
学
支
援
制
度
も
含
め
、

必
要
と
す
る
方
々
に
確
実
に

情
報
が
届
く
よ
う
、
制
度
の

整
理
と
わ
か
り
や
す
い
周
知

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
町
長
）

　
　
地
域
医
療
は
道
路
や
上

下
水
道
と
同
様
に
、
地
域
社

会
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で

あ
る
。
し
か
し
、
看
護
学
生

の
減
少
に
加
え
、
開
業
医
の

高
齢
化
や
有
床
診
療
所
の
減

少
が
重
な
り
、
地
域
医
療
の

維
持
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
看
護
師
不
足
が
進
め

ば
、
病
床
の
縮
小
や
外
来
機

能
の
低
下
、
診
療
制
限
な
ど

に
つ
な
が
り
、
住
民
が
必
要

な
医
療
を
受
け
に
く
く
な

る
。
子
育
て
や
就
労
と
両
立

し
な
が
ら
学
ぶ
勤
労
学
生
へ

の
支
援
を
含
め
、
将
来
を
見

据
え
た
看
護
人
材
育
成
策
を

自
治
体
と
し
て
検
討
す
べ
き

A

勤労学生（准看護学生）の公的支援について
町全体の施策バランスの中で慎重に検討する 

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

その他の質問
・インクルーシブな街づくりに向けた大津町の方針と、

医療的ケアが必要な子どもへの支援体制について
・スポーツ振興における大津町の将来像と方向性について 

Q

A

　
　公
共
下
水
道
へ
の
移
管

は
、
現
在
民
間
で
運
営
さ
れ

て
い
る
施
設
を
将
来
、
町
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
引
き

継
ぐ
も
の
だ
。
施
設
や
管
路

の
状
況
確
認
、
手
続
き
の
整

理
、
住
民
合
意
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
10
年
を

目
安
と
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
区
長
な
ど
の
代

表
者
・
施
設
管
理
者
・
町
の

三
者
で
協
議
を
進
め
て
い

る
。
現
在
は
現
状
確
認
や
課

題
整
理
、
役
割
分
担
の
整
理

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
制

度
整
理
や
住
民
説
明
を
経

て
、
移
管
に
向
け
た
具
体
的

手
続
き
を
進
め
る
。 （
町
長
）

　
　
つ
つ
じ
台
区
の
下
水
道

移
管
問
題
は
、
単
な
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
で
は
な
く
、
住
民

の
生
活
環
境
や
将
来
の
安

心
、
そ
し
て
町
の
責
任
あ
る

行
政
運
営
が
問
わ
れ
る
重
要

な
課
題
だ
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
長
年
、

施
設
の
老
朽
化
や
将
来
負
担

へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生

活
さ
れ
て
い
る
。
町
が
検
討

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
進
捗
が
み
え
な
い

状
況
は
不
安
を
大
き
く
す

る
。
住
民
が
将
来
に
希
望
を

持
て
る
よ
う
、
町
と
し
て
明

確
な
道
筋
を
示
す
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

Q

A

つつじ台区の下水道移管の道筋を明確に
10年目安のロードマップで協議を進行中

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・ＲＳウイルス感染症の重症化を予防するための取り組み

について 
・民泊について
・デジタル商品券活用による生活者支援と地域経済活性化

について

町政を問う 3月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中12人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
ただ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

    

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　        
     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

Q

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト
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　令
和
６
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
北
小
と
東
小
校
区
に

限
定
し
た
移
住
支
援
事
業
補

助
金
は
、
現
時
点
で
の
活
用

実
績
は
な
い
。
ま
た
、
町
独

自
の
定
住
促
進
補
助
制
度
を

創
設
す
る
予
定
は
な
い
。
補

助
金
は
、
施
策
の
ひ
と
つ
の

手
段
で
あ
り
、
補
助
制
度
が

直
ち
に
移
住
定
住
の
促
進
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
の
も
と
、
都
市
計
画
や

企
業
誘
致
を
通
じ
た
働
く
場

の
確
保
、
拠
点
形
成
、
道
路

や
生
活
基
盤
の
整
備
、
子
育

て
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
を

進
め
る
こ
と
が
定
住
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

     

　
　
　
　
　
　

 （
町
長
）

　
　
菊
陽
町
は
、
定
住
促
進

補
助
事
業
制
度
を
菊
陽
南
小

学
校
区
で
行
っ
て
お
り
、
校

区
の
児
童
数
と
人
口
が
増
え

て
い
る
。
児
童
数
は
平
成
22

年
の
64
人
か
ら
令
和
７
年
に

は
１
０
５
人
と
１
・
６
倍
と

な
っ
て
い
る
。
人
口
も
増
え

て
い
る
。
児
童
や
人
口
の
増

加
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
重

な
り
、
増
加
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
補
助
事
業
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

町
独
自
の
定
住
促
進
補
助
金

制
度
を
行
わ
な
い
の
か
。
補

助
金
だ
け
で
な
く
、
定
住
促

進
や
移
住
促
進
を
進
め
る
た

め
の
考
え
は
な
い
の
か
。

その他の質問

Q

A

町独自の定住促進補助金制度を行うのか
町独自では行わない

村山　龍一議員
むらやま  りゅういち

Q

A

・「町の将来像」について

で
あ
る
。
大
津
町
と
し
て
、

公
的
資
金
を
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
。 

　
　
特
定
職
種
へ
の
新
た
な

奨
学
金
制
度
は
、
他
職
種
と

の
公
平
性
や
財
政
負
担
な
ど

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。 

　大
津
町
奨
学
資
金
貸
付
け

条
例
に
基
づ
く
無
利
子
の
奨

学
資
金
貸
付
け
制
度
・
国
や

県
、
関
係
機
関
が
実
施
し
て

い
る
就
学
支
援
制
度
も
含
め
、

必
要
と
す
る
方
々
に
確
実
に

情
報
が
届
く
よ
う
、
制
度
の

整
理
と
わ
か
り
や
す
い
周
知

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
町
長
）

　
　
地
域
医
療
は
道
路
や
上

下
水
道
と
同
様
に
、
地
域
社

会
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で

あ
る
。
し
か
し
、
看
護
学
生

の
減
少
に
加
え
、
開
業
医
の

高
齢
化
や
有
床
診
療
所
の
減

少
が
重
な
り
、
地
域
医
療
の

維
持
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
看
護
師
不
足
が
進
め

ば
、
病
床
の
縮
小
や
外
来
機

能
の
低
下
、
診
療
制
限
な
ど

に
つ
な
が
り
、
住
民
が
必
要

な
医
療
を
受
け
に
く
く
な

る
。
子
育
て
や
就
労
と
両
立

し
な
が
ら
学
ぶ
勤
労
学
生
へ

の
支
援
を
含
め
、
将
来
を
見

据
え
た
看
護
人
材
育
成
策
を

自
治
体
と
し
て
検
討
す
べ
き

A

勤労学生（准看護学生）の公的支援について
町全体の施策バランスの中で慎重に検討する 

大塚　勝二議員
おおつか　 かつじ

その他の質問
・インクルーシブな街づくりに向けた大津町の方針と、

医療的ケアが必要な子どもへの支援体制について
・スポーツ振興における大津町の将来像と方向性について 

Q

A

　
　公
共
下
水
道
へ
の
移
管

は
、
現
在
民
間
で
運
営
さ
れ

て
い
る
施
設
を
将
来
、
町
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
引
き

継
ぐ
も
の
だ
。
施
設
や
管
路

の
状
況
確
認
、
手
続
き
の
整

理
、
住
民
合
意
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
10
年
を

目
安
と
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
区
長
な
ど
の
代

表
者
・
施
設
管
理
者
・
町
の

三
者
で
協
議
を
進
め
て
い

る
。
現
在
は
現
状
確
認
や
課

題
整
理
、
役
割
分
担
の
整
理

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
制

度
整
理
や
住
民
説
明
を
経

て
、
移
管
に
向
け
た
具
体
的

手
続
き
を
進
め
る
。 （
町
長
）

　
　
つ
つ
じ
台
区
の
下
水
道

移
管
問
題
は
、
単
な
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
で
は
な
く
、
住
民

の
生
活
環
境
や
将
来
の
安

心
、
そ
し
て
町
の
責
任
あ
る

行
政
運
営
が
問
わ
れ
る
重
要

な
課
題
だ
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
長
年
、

施
設
の
老
朽
化
や
将
来
負
担

へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生

活
さ
れ
て
い
る
。
町
が
検
討

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
進
捗
が
み
え
な
い

状
況
は
不
安
を
大
き
く
す

る
。
住
民
が
将
来
に
希
望
を

持
て
る
よ
う
、
町
と
し
て
明

確
な
道
筋
を
示
す
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

Q

A

つつじ台区の下水道移管の道筋を明確に
10年目安のロードマップで協議を進行中

豊瀨　和久議員
とよせ　　かずひさ

Q

A

その他の質問
・ＲＳウイルス感染症の重症化を予防するための取り組み

について 
・民泊について
・デジタル商品券活用による生活者支援と地域経済活性化

について

町政を問う 3月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中12人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを質すのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
ただ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

    
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　        

     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

Q

研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト



な
ど
の
案
内
も
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　Ｂ
コ
ー
ト
は
他
の
コ
ー

ト
に
比
べ
表
土
の
飛
散
が
激

し
く
、
下
層
に
あ
る
軽
石
な

ど
の
露
出
が
顕
著
で
あ
り
、

極
め
て
危
険
な
状
態
だ
っ
た

た
め
、
先
行
し
て
改
修
を

行
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
手
法
の
有
効
性
の
検
証
と

し
て
も
位
置
付
け
て
い
る
。

　今
後
も
Ｂ
コ
ー
ト
の
よ
う

に
危
険
性
が
あ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
応
急
的
な
補
修
、
整

備
を
実
施
し
て
い
く
。
無
断

利
用
に
つ
い
て
も
指
定
管
理

者
と
見
回
り
の
強
化
や
対
応

を
行
う
。

　
　（教
育
長
・
教
育
部
長
）

　
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
で
、Ｂ
コ
ー
ト
に
２
８
０

万
円
の
予
算
を
か
け
て
改
修

を
行
う
が
、
利
用
者
や
利
用

団
体
か
ら
は
使
用
頻
度
が
高

い
Ａ
コ
ー
ト
や
Ｃ
コ
ー
ト
を

改
修
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
高
い
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
段
差
が

あ
る
こ
と
で
走
塁
の
時
に
転

倒
や
、
守
備
練
習
時
に
打
球

が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
す
る
こ
と

で
怪
我
を
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
た
め
、
早
急
に
改
修
す
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
無
断
利
用
も
多
く

見
ら
れ
る
状
況
な
の
で
指
定

管
理
者
と
協
力
し
、
見
回
り

の
強
化
や
有
料
施
設
で
あ
る

Q

A

利用者が安心して利用できる施設整備を
安全な環境づくりに取り組んでいきたい　

田代　元気議員
たしろ　  げん き

Q

A

その他の質問
・町づくり町民懇談会について
・中学校部活動の地域移行ついて

町民グラウンドCコート

Q

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

Q

A

　
　熊
本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
に
加
え
、
中
間
駅
周
辺

を
含
む
沿
線
地
域
の
交
通
利

便
性
や
生
活
動
線
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　現
時
点
で
は
具
体
的
な
整

備
方
針
を
申
し
上
げ
る
段
階

に
は
な
い
。
今
後
、
中
間
駅

周
辺
の
開
発
と
あ
わ
せ
て
、

必
要
な
機
能
と
し
て
位
置
付

け
る
べ
き
か
ど
う
か
を
関
係

機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
理
を

し
て
行
く 

。           （
町
長
）

　
　
30
年
・
50
年
先
を
見
据

え
た
取
り
組
み
で
、
熊
本
空

港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
沿
い
に
取

付
道
路
が
新
設
整
備
さ
れ
る

な
ら
、
そ
の
取
付
道
路
を
阿

蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
大
津

町
国
道
57
号
ま
で
つ
な
ぐ
4

車
線
道
路
で
第
３
の
空
港
線

と
し
て
、
県
や
国
に
強
く
要

望
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
熊
本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
の
中
間
駅
に
、
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
駐
車
場
整
備

を
す
る
こ
と
で
、
空
港
利
用

者
や
町
周
辺
の
駐
車
場
不
足

対
策
や
イ
ベ
ン
ト
（
つ
つ
じ

祭
り
、
地
蔵
祭
り
、
か
ら
い

も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
な
ど

の
駐
車
場
不
足
の
問
題
解
決

に
も
な
る
。

その他の質問

A

空港から大津町国道57号までの第3の空港線を
将来の町づくりの交通基盤の整備を進める

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

・大津町の山林や田畑や住宅地を守る
対策をすべきだ

・中学校・幼稚園や保育園の給食費を
町独自で無償化に取り組むべきだ

　
　近
年
、
特
に
中
心
部
で

は
児
童
生
徒
が
農
業
に
触
れ

る
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
補
完
と
し
て
、
栄
養
教

諭
が
自
ら
生
産
現
場
を
取

材
・
制
作
し
た
動
画
を
給
食

や
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
生
産
者

の
想
い
を
伝
え
る
活
動
を
各

校
の
指
導
計
画
と
効
果
的
に

連
動
さ
せ
、
食
へ
の
理
解
と

感
謝
を
深
め
る
「
食
育
」
の

更
な
る
充
実
に
努
め
て
い

く
。
　
　
　
　

    （
教
育
長
）

　
　
食
育
基
本
法
が
２
０
０

５
年
に
制
定
さ
れ
、
様
々
な

取
り
組
み
が
「
食
育
」
と
し

て
実
践
さ
れ
て
き
た
。ま
た
、

食
育
と
農
業
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
食
農
育
」
が
提
唱
さ
れ
、

普
段
口
に
す
る
野
菜
の
名
前

が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
知
識

不
足
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
朝
食
欠
食
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
く
一
人
で
食

事
を
す
る
い
わ
ゆ
る「
孤
食
」

な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
や
農

業
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
町
と
し
て
こ
の「
食
農
育
」

を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
問

う
。

Q Q

A

食農教育を推進すべきではないか
食と農に触れる学びの機会の充実に努める

大村　裕一郎議員
おおむら　 ゆういちろう

Q

A

その他の質問

・物価の上昇に伴う町の動きについて

Q

A

Q

　
　子
育
て
支
援
課
と
教
育

委
員
会
を
中
心
に
関
係
部
局

が
連
携
し
対
応
す
る
。
学
童

保
育
な
ど
は
認
定
取
得
を
基

本
と
し
つ
つ
対
象
事
業
所
や

課
題
な
ど
整
理
を
進
め
、
個

人
情
報
は
厳
格
に
管
理
す
る

考
え
で
あ
る
。

　説
明
会
や
職
員
研
修
の
実

施
、
相
談
窓
口
の
整
備
を
進

め
、
現
場
の
不
安
解
消
と
円

滑
な
制
度
運
用
を
図
る
。
ま

た
、
広
報
な
ど
で
制
度
に
つ

い
て
し
っ
か
り
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
ど
も
の
権
利
と
安
全
を

守
る
実
効
性
あ
る
運
用
に
向

け
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て

い
く
。                  （
町
長
）

　
　
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ（
こ
ど

も
性
暴
力
防
止
法
）
が
令
和

８
年
12
月
に
施
行
さ
れ
る
。

こ
ど
も
へ
の
性
暴
力
を
決
し

て
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
、
教
育
・
保
育
な
ど
の

現
場
に
お
い
て
従
事
者
の
性

犯
罪
歴
確
認
や
防
止
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
制
度
は
単
な
る
確

認
に
と
ど
ま
ら
ず
、
厳
格
な

個
人
情
報
管
理
や
不
当
な
差

別
を
生
ま
な
い
運
用
が
求
め

ら
れ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

町
に
お
け
る
体
制
整
備
や
実

務
対
応
、
関
係
者
へ
の
周
知

は
。

A

日本版DBS　町の準備体制は
体制を整備し、連携し対応する

清原　さおり議員
きよはら

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

    

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　        
    

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

日本版DBS （こども性暴力防止法）とは
学校、保育所、学習塾等、こどもと日常的・継続的に関わる教育・保育等を
行う事業者に対し、こどもに対する性暴力を未然に防止するための取組を求
める制度。
①   こどもを性暴力から守る環境整備の推進

②   こどもと接する業務に就く者について、
       性犯罪歴の確認を行う仕組みの導入

③   こどもに対する性暴力のおそれがある場合に、
       適切な配置・業務調整等を行う体制の構築

こどもに対する
性暴力を決して許さ

ない社会の実現

業務対象→学校、認可保育施設、児童養護施設、障害児施設等
                    （公立・私立を問わず対象）
認定対象→認可外保育施設、学童クラブ、学習塾、スポーツクラブ等
                  ※こども家庭庁への申請により認定を受けた場合に本制度の対象

出典：こども家庭庁  公表資料

鉄道と4車線道路のイメージ図
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な
ど
の
案
内
も
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　Ｂ
コ
ー
ト
は
他
の
コ
ー

ト
に
比
べ
表
土
の
飛
散
が
激

し
く
、
下
層
に
あ
る
軽
石
な

ど
の
露
出
が
顕
著
で
あ
り
、

極
め
て
危
険
な
状
態
だ
っ
た

た
め
、
先
行
し
て
改
修
を

行
っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
整

備
手
法
の
有
効
性
の
検
証
と

し
て
も
位
置
付
け
て
い
る
。

　今
後
も
Ｂ
コ
ー
ト
の
よ
う

に
危
険
性
が
あ
る
箇
所
に
つ

い
て
は
応
急
的
な
補
修
、
整

備
を
実
施
し
て
い
く
。
無
断

利
用
に
つ
い
て
も
指
定
管
理

者
と
見
回
り
の
強
化
や
対
応

を
行
う
。

　
　（教
育
長
・
教
育
部
長
）

　
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
で
、Ｂ
コ
ー
ト
に
２
８
０

万
円
の
予
算
を
か
け
て
改
修

を
行
う
が
、
利
用
者
や
利
用

団
体
か
ら
は
使
用
頻
度
が
高

い
Ａ
コ
ー
ト
や
Ｃ
コ
ー
ト
を

改
修
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
高
い
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
段
差
が

あ
る
こ
と
で
走
塁
の
時
に
転

倒
や
、
守
備
練
習
時
に
打
球

が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
す
る
こ
と

で
怪
我
を
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
た
め
、
早
急
に
改
修
す
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
無
断
利
用
も
多
く

見
ら
れ
る
状
況
な
の
で
指
定

管
理
者
と
協
力
し
、
見
回
り

の
強
化
や
有
料
施
設
で
あ
る

Q

A

利用者が安心して利用できる施設整備を
安全な環境づくりに取り組んでいきたい　

田代　元気議員
たしろ　  げん き

Q

A

その他の質問
・町づくり町民懇談会について
・中学校部活動の地域移行ついて

町民グラウンドCコート

Q

1213 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

Q

A

　
　熊
本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
に
加
え
、
中
間
駅
周
辺

を
含
む
沿
線
地
域
の
交
通
利

便
性
や
生
活
動
線
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　現
時
点
で
は
具
体
的
な
整

備
方
針
を
申
し
上
げ
る
段
階

に
は
な
い
。
今
後
、
中
間
駅

周
辺
の
開
発
と
あ
わ
せ
て
、

必
要
な
機
能
と
し
て
位
置
付

け
る
べ
き
か
ど
う
か
を
関
係

機
関
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
整
理
を

し
て
行
く 

。           （
町
長
）

　
　
30
年
・
50
年
先
を
見
据

え
た
取
り
組
み
で
、
熊
本
空

港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
沿
い
に
取

付
道
路
が
新
設
整
備
さ
れ
る

な
ら
、
そ
の
取
付
道
路
を
阿

蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
大
津

町
国
道
57
号
ま
で
つ
な
ぐ
4

車
線
道
路
で
第
３
の
空
港
線

と
し
て
、
県
や
国
に
強
く
要

望
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
熊
本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
の
中
間
駅
に
、
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
駐
車
場
整
備

を
す
る
こ
と
で
、
空
港
利
用

者
や
町
周
辺
の
駐
車
場
不
足

対
策
や
イ
ベ
ン
ト
（
つ
つ
じ

祭
り
、
地
蔵
祭
り
、
か
ら
い

も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
な
ど

の
駐
車
場
不
足
の
問
題
解
決

に
も
な
る
。

その他の質問

A

空港から大津町国道57号までの第3の空港線を
将来の町づくりの交通基盤の整備を進める

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

Q

A

・大津町の山林や田畑や住宅地を守る
対策をすべきだ

・中学校・幼稚園や保育園の給食費を
町独自で無償化に取り組むべきだ

　
　近
年
、
特
に
中
心
部
で

は
児
童
生
徒
が
農
業
に
触
れ

る
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
補
完
と
し
て
、
栄
養
教

諭
が
自
ら
生
産
現
場
を
取

材
・
制
作
し
た
動
画
を
給
食

や
授
業
で
活
用
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
生
産
者

の
想
い
を
伝
え
る
活
動
を
各

校
の
指
導
計
画
と
効
果
的
に

連
動
さ
せ
、
食
へ
の
理
解
と

感
謝
を
深
め
る
「
食
育
」
の

更
な
る
充
実
に
努
め
て
い

く
。
　
　
　
　

    （
教
育
長
）

　
　
食
育
基
本
法
が
２
０
０

５
年
に
制
定
さ
れ
、
様
々
な

取
り
組
み
が
「
食
育
」
と
し

て
実
践
さ
れ
て
き
た
。ま
た
、

食
育
と
農
業
を
掛
け
合
わ
せ

た
「
食
農
育
」
が
提
唱
さ
れ
、

普
段
口
に
す
る
野
菜
の
名
前

が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
知
識

不
足
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
朝
食
欠
食
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
く
一
人
で
食

事
を
す
る
い
わ
ゆ
る「
孤
食
」

な
ど
の
課
題
解
決
の
た
め
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
や
農

業
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　
町
と
し
て
こ
の「
食
農
育
」

を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
問

う
。

Q Q

A

食農教育を推進すべきではないか
食と農に触れる学びの機会の充実に努める

大村　裕一郎議員
おおむら　 ゆういちろう

Q

A

その他の質問

・物価の上昇に伴う町の動きについて

Q

A

Q

　
　子
育
て
支
援
課
と
教
育

委
員
会
を
中
心
に
関
係
部
局

が
連
携
し
対
応
す
る
。
学
童

保
育
な
ど
は
認
定
取
得
を
基

本
と
し
つ
つ
対
象
事
業
所
や

課
題
な
ど
整
理
を
進
め
、
個

人
情
報
は
厳
格
に
管
理
す
る

考
え
で
あ
る
。

　説
明
会
や
職
員
研
修
の
実

施
、
相
談
窓
口
の
整
備
を
進

め
、
現
場
の
不
安
解
消
と
円

滑
な
制
度
運
用
を
図
る
。
ま

た
、
広
報
な
ど
で
制
度
に
つ

い
て
し
っ
か
り
周
知
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　こ
ど
も
の
権
利
と
安
全
を

守
る
実
効
性
あ
る
運
用
に
向

け
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て

い
く
。                  （
町
長
）

　
　
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ（
こ
ど

も
性
暴
力
防
止
法
）
が
令
和

８
年
12
月
に
施
行
さ
れ
る
。

こ
ど
も
へ
の
性
暴
力
を
決
し

て
許
さ
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
、
教
育
・
保
育
な
ど
の

現
場
に
お
い
て
従
事
者
の
性

犯
罪
歴
確
認
や
防
止
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
制
度
は
単
な
る
確

認
に
と
ど
ま
ら
ず
、
厳
格
な

個
人
情
報
管
理
や
不
当
な
差

別
を
生
ま
な
い
運
用
が
求
め

ら
れ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

町
に
お
け
る
体
制
整
備
や
実

務
対
応
、
関
係
者
へ
の
周
知

は
。

A

日本版DBS　町の準備体制は
体制を整備し、連携し対応する

清原　さおり議員
きよはら

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

    
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ
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質
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ア
ン
ケ
ー
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計
　       

イ
ン
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タ

日本版DBS （こども性暴力防止法）とは
学校、保育所、学習塾等、こどもと日常的・継続的に関わる教育・保育等を
行う事業者に対し、こどもに対する性暴力を未然に防止するための取組を求
める制度。
①   こどもを性暴力から守る環境整備の推進

②   こどもと接する業務に就く者について、
       性犯罪歴の確認を行う仕組みの導入

③   こどもに対する性暴力のおそれがある場合に、
       適切な配置・業務調整等を行う体制の構築

こどもに対する
性暴力を決して許さ

ない社会の実現

業務対象→学校、認可保育施設、児童養護施設、障害児施設等
                    （公立・私立を問わず対象）
認定対象→認可外保育施設、学童クラブ、学習塾、スポーツクラブ等
                  ※こども家庭庁への申請により認定を受けた場合に本制度の対象

出典：こども家庭庁  公表資料

鉄道と4車線道路のイメージ図
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1415 開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

　
　日
本
語
指
導
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
連
携
し
て
実
施
し
、
習
得

状
況
も
把
握
し
て
い
る
。

　保
護
者
支
援
で
は
相
談
窓

口
や
多
言
語
・
や
さ
し
い
日

本
語
で
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
交
流
会
や
受
け
入

れ
体
制
整
備
も
進
め
て
い
る
。

　自
主
的
な
学
習
会
は
把
握

し
て
お
り
、
今
後
、
連
携
や

あ
り
方
を
検
討
す
る
。
会
場

費
減
免
は
公
平
性
の
観
点
か

ら
現
時
点
で
は
困
難
だ
が
、

補
助
事
業
活
用
も
含
め
検
討

す
る
。      （
町
長
・
教
育
長
）  

　
　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
と
保
護
者
の
日
本
語

習
得
状
況
の
把
握
と
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
は

増
加
し
て
い
る
が
支
援
員
は

限
ら
れ
、
十
分
な
指
導
時
間

と
は
言
え
な
い
。
保
護
者
の

日
本
語
理
解
不
足
は
進
学
や

生
活
に
も
影
響
す
る
。
有
志

に
よ
る
学
習
支
援
も
行
わ
れ

て
お
り
、
会
場
費
免
除
な
ど

活
動
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
と
体
系
的
な
支
援
体
制
の

構
築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

その他の質問
・介護認定における申請から決定までの期間短縮と、

広域連合との連携強化による事業効率化について

Q

A

外国ルーツの子どもと保護者の支援づくりを
補助事業活用を含め検討する

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か

Q

A

・大津駅南側の駐輪場について

行
時
間
帯
は
開
放
す
べ
き
で

あ
り
、
最
終
便
や
始
発
便
に

利
用
で
き
な
い
の
で
は
駅
の

役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　
　町
と
し
て
も
利
便
性
向

上
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
駅
周
辺
整
備
や

利
用
環
境
の
改
善
、
J
R
と

の
協
議
、利
用
実
態
の
把
握
、

人
員
体
制
や
安
全
管
理
条
件

の
整
理
を
進
め
、
駅
南
口
閉

鎖
時
間
の
見
直
し
が
妥
当
か

ど
う
か
を
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
。     

　
　

   （
町
長
）

　
　
現
在
、
肥
後
大
津
駅
南

口
は
夜
10
時
か
ら
朝
6
時
ま

で
閉
鎖
さ
れ
、
最
終
便
や
始

発
便
の
利
用
者
は
線
路
沿
い

を
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
暗
く
危
険
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
南
口
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
町
の
施

設
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

町
民
も
多
く
、
北
口
南
口
を

含
め「
駅
が
開
い
て
い
な
い
」

と
の
不
満
が
生
じ
て
い
る
。

例
外
的
に
通
行
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
運

Q

A

肥後大津駅南口閉鎖時間帯の南北通行確保の課題
現時点では約束できない

Q

A

その他の質問
・町内事業者の活用による庁舎・中央公園の利便性向上

と地域活性化について
・地域通貨（ポイントカード）システム導入による給付

事務の効率化と地域経済活性化について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ

Q

A

　
　熊
本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄

道
整
備
後
は
、
列
車
本
数
の

増
加
に
伴
い
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
踏
切
遮
断
が
交
通
の
流

れ
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く

な
る
こ
と
は
、
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。
今
後
南
北
道
路

を
整
備
し
、
交
通
を
分
散
さ

せ
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
鉄
道
整
備
の
進

捗
や
周
辺
交
通
の
状
況
を
踏

ま
え
、
県
や
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
段
階
的
な
実
効
性

の
あ
る
交
通
対
策
の
具
体
化

を
進
め
て
い
く
。      （
町
長
）

　
　
肥
後
大
津
駅
前
の
陣
内

踏
切
は
駅
に
隣
接
す
る
踏
切

で
あ
り
、
朝
夕
は
慢
性
的
に

車
列
が
発
生
、
熊
本
空
港
ア

ク
セ
ス
鉄
道
開
業
後
は
、
列

車
が
発
車
す
る
前
か
ら
遮
断

機
が
降
下
す
る
構
造
の
た

め
、
警
報
開
始
か
ら
約
90
秒

閉
鎖
し
、
1
時
間
の
う
ち
約

18
分
、
実
に
30
%
が
遮
断
状

態
と
な
り
、車
が
滞
留
す
る・

バ
ス
が
遅
れ
る
・
通
学
路
が

遮
ら
れ
る
・
緊
急
搬
送
が
遮

断
さ
れ
命
に
関
わ
る
問
題
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
南
北
を
通
す
道
路
整

備
な
ど
具
体
的
な
検
討
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Q

A

開かずの踏切問題について
南北道路を整備し、交通を分散させる 

山部　良二議員
やま べ　  りょうじ

その他の質問
・部活動におけるハラスメントについて
・三吉原北出口線道路補修について　

　
　

 

昭
和
園
は
自
然
や
地
形

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
公
園

で
あ
り
、
子
ど
も
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
場
と
し
て
整

備
す
る
意
義
が
あ
る
。
令
和

9
年
度
か
ら
リ
ニュ
ー
ア
ル
計

画
づ
く
り
に
着
手
し
、
住
民

参
加
の
機
会
を
設
け
な
が
ら
、

公
園
の
在
り
方
や
整
備
の
方

向
性
を
整
理
し
て
い
く
。
そ

の
際
に
昭
和
園
の
歴
史
や
景

観
、
文
化
、
そ
こ
に
根
付
く

町
民
の
皆
様
の
感
情
や
思
い

に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
は
重

要
だ
。
現
在
の
課
題
も
踏
ま

え
、
安
全
性
と
利
便
性
の
向

上
に
向
け
見
直
し
を
行
う
。

住
民
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、

専
門
的
知
見
も
活
用
し
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
公
園
づ

く
り
を
進
め
る
。     （
町
長
）

　
　
昭
和
園
再
編
事
業
は
前

回
の
説
明
会
で
は
町
民
か
ら

は
不
安
の
声
も
あ
っ
た
。木
々

の
伐
採
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
の
設
置
な
ど
が
示
さ
れ

た
が
、
現
在
計
画
中
の
公
園

整
備
の
内
容
と
そ
の
理
由
を

尋
ね
る
。
今
後
の
計
画
に
お

い
て
は
、
説
明
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
共

同
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
町
と
し
て

昭
和
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
に
つ
い
て
町
民
や
昭
和
園

利
用
者
も
混
ぜ
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
い
、
多

面
的
な
意
見
を
出
し
て
も
ら

う
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
な

い
の
か
。

Q

昭和園再編事業は町民との協議の上計画を 
多様な意見を伺うことができるよう検討する 

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・一刻も早く０～２歳児の保育料無償化を
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
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ト
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ト

昭和園再編事業計画図

肥後大津駅南側
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得
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も
把
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る
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者
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で
は
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口
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多
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・
や
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本
語
で
の
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報
提
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を
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る
。
交
流
会
や
受
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体
制
整
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も
進
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て
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る
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　自
主
的
な
学
習
会
は
把
握

し
て
お
り
、
今
後
、
連
携
や

あ
り
方
を
検
討
す
る
。
会
場

費
減
免
は
公
平
性
の
観
点
か

ら
現
時
点
で
は
困
難
だ
が
、

補
助
事
業
活
用
も
含
め
検
討

す
る
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町
長
・
教
育
長
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外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
と
保
護
者
の
日
本
語

習
得
状
況
の
把
握
と
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
は

増
加
し
て
い
る
が
支
援
員
は

限
ら
れ
、
十
分
な
指
導
時
間

と
は
言
え
な
い
。
保
護
者
の

日
本
語
理
解
不
足
は
進
学
や

生
活
に
も
影
響
す
る
。
有
志

に
よ
る
学
習
支
援
も
行
わ
れ

て
お
り
、
会
場
費
免
除
な
ど

活
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を
支
え
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づ
く

り
と
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的
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制
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が
必
要
で
は
な
い
か
。

その他の質問
・介護認定における申請から決定までの期間短縮と、

広域連合との連携強化による事業効率化について
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A

外国ルーツの子どもと保護者の支援づくりを
補助事業活用を含め検討する

三宮　美香議員
さんのみや　  み  か
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A

・大津駅南側の駐輪場について

行
時
間
帯
は
開
放
す
べ
き
で

あ
り
、
最
終
便
や
始
発
便
に

利
用
で
き
な
い
の
で
は
駅
の

役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　
　町
と
し
て
も
利
便
性
向

上
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
駅
周
辺
整
備
や

利
用
環
境
の
改
善
、
J
R
と

の
協
議
、利
用
実
態
の
把
握
、

人
員
体
制
や
安
全
管
理
条
件

の
整
理
を
進
め
、
駅
南
口
閉

鎖
時
間
の
見
直
し
が
妥
当
か

ど
う
か
を
総
合
的
に
判
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し

て
い
く
。     
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町
長
）

　
　
現
在
、
肥
後
大
津
駅
南

口
は
夜
10
時
か
ら
朝
6
時
ま

で
閉
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れ
、
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終
便
や
始

発
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の
利
用
者
は
線
路
沿
い

を
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
暗
く
危
険
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
南
口
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
町
の
施

設
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

町
民
も
多
く
、
北
口
南
口
を

含
め「
駅
が
開
い
て
い
な
い
」

と
の
不
満
が
生
じ
て
い
る
。

例
外
的
に
通
行
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
運

Q

A

肥後大津駅南口閉鎖時間帯の南北通行確保の課題
現時点では約束できない

Q

A

その他の質問
・町内事業者の活用による庁舎・中央公園の利便性向上

と地域活性化について
・地域通貨（ポイントカード）システム導入による給付

事務の効率化と地域経済活性化について

　川　秀貢議員
にしかわ　 ひでつぐ
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本
空
港
ア
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セ
ス
鉄

道
整
備
後
は
、
列
車
本
数
の

増
加
に
伴
い
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
踏
切
遮
断
が
交
通
の
流

れ
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く

な
る
こ
と
は
、
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。
今
後
南
北
道
路

を
整
備
し
、
交
通
を
分
散
さ

せ
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
鉄
道
整
備
の
進

捗
や
周
辺
交
通
の
状
況
を
踏

ま
え
、
県
や
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
段
階
的
な
実
効
性

の
あ
る
交
通
対
策
の
具
体
化

を
進
め
て
い
く
。      （
町
長
）

　
　
肥
後
大
津
駅
前
の
陣
内

踏
切
は
駅
に
隣
接
す
る
踏
切

で
あ
り
、
朝
夕
は
慢
性
的
に

車
列
が
発
生
、
熊
本
空
港
ア

ク
セ
ス
鉄
道
開
業
後
は
、
列

車
が
発
車
す
る
前
か
ら
遮
断

機
が
降
下
す
る
構
造
の
た

め
、
警
報
開
始
か
ら
約
90
秒

閉
鎖
し
、
1
時
間
の
う
ち
約

18
分
、
実
に
30
%
が
遮
断
状

態
と
な
り
、車
が
滞
留
す
る・

バ
ス
が
遅
れ
る
・
通
学
路
が

遮
ら
れ
る
・
緊
急
搬
送
が
遮

断
さ
れ
命
に
関
わ
る
問
題
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
南
北
を
通
す
道
路
整

備
な
ど
具
体
的
な
検
討
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Q

A

開かずの踏切問題について
南北道路を整備し、交通を分散させる 

山部　良二議員
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その他の質問
・部活動におけるハラスメントについて
・三吉原北出口線道路補修について　

　
　

 

昭
和
園
は
自
然
や
地
形

を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
公
園

で
あ
り
、
子
ど
も
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
場
と
し
て
整

備
す
る
意
義
が
あ
る
。
令
和

9
年
度
か
ら
リ
ニュ
ー
ア
ル
計

画
づ
く
り
に
着
手
し
、
住
民

参
加
の
機
会
を
設
け
な
が
ら
、

公
園
の
在
り
方
や
整
備
の
方

向
性
を
整
理
し
て
い
く
。
そ

の
際
に
昭
和
園
の
歴
史
や
景

観
、
文
化
、
そ
こ
に
根
付
く

町
民
の
皆
様
の
感
情
や
思
い

に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
は
重

要
だ
。
現
在
の
課
題
も
踏
ま

え
、
安
全
性
と
利
便
性
の
向

上
に
向
け
見
直
し
を
行
う
。

住
民
参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、

専
門
的
知
見
も
活
用
し
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
公
園
づ

く
り
を
進
め
る
。     （
町
長
）

　
　
昭
和
園
再
編
事
業
は
前

回
の
説
明
会
で
は
町
民
か
ら

は
不
安
の
声
も
あ
っ
た
。木
々

の
伐
採
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
の
設
置
な
ど
が
示
さ
れ

た
が
、
現
在
計
画
中
の
公
園

整
備
の
内
容
と
そ
の
理
由
を

尋
ね
る
。
今
後
の
計
画
に
お

い
て
は
、
説
明
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
共

同
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
町
と
し
て

昭
和
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
に
つ
い
て
町
民
や
昭
和
園

利
用
者
も
混
ぜ
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
い
、
多

面
的
な
意
見
を
出
し
て
も
ら

う
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
な

い
の
か
。

Q

昭和園再編事業は町民との協議の上計画を 
多様な意見を伺うことができるよう検討する 

岩下　啓史議員
いわした　 けい し

その他の質問
・一刻も早く０～２歳児の保育料無償化を

Q

A

Q

A
定
例
会
総
括
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員
の
視
点
　     

委
員
会
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ポ
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ト
　       

一
般
質
問
　       

     
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ
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有志による学習会の様子
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会
レ
ポ
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ポ
ー
ト

昭和園再編事業計画図

肥後大津駅南側
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Q

A

Q

A

　
　第
３
セ
ク
タ
ー
本
社
の

誘
致
及
び
事
業
者
へ
の
出
資

は
、地
域
経
済
の
波
及
効
果

や
雇
用
の
創
出
、町
と
し
て
の

関
与
の
在
り
方
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、将
来
を
考
え
る
上
で

重
要
な
論
点
で
あ
る
。

　県
の
計
画
は
未
確
定
な
部

分
が
多
い
状
況
だ
が
本
社
機

能
を
町
内
に
立
地
す
る
・
し

な
い
を
比
較
す
れ
ば
立
地
す

る
事
の
方
が
望
ま
し
い
面
が

あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。し

か
し
な
が
ら
実
質
的
効
果
が

生
じ
る
の
か
を
見
極
め
る
こ

と
も
重
要
。今
後
も
県
及
び

関
係
機
関
と
連
携
し
、情
報

収
集
と
分
析
を
重
ね
、出
資

の
可
否
も
含
め
適
切
に
判
断

す
る
。
　
　
　
　
　

  （
町
長
）

　
　
第
３
セ
ク
タ
ー
の
平
成

筑
豊
鉄
道
本
社
が
で
き
た
金

田
駅
は
、
本
来
旧
赤
池
町
に

作
ら
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
地

元
の
根
拠
な
き
反
対
運
動
に

よ
り
計
画
が
消
滅
し
た
が
、

旧
赤
池
町
史
に
は
町
の
発
展

を
阻
害
し
た
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
轍
は
踏
め
な

い
。

　
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
素

人
意
見
は
全
く
不
要
。

　
宮
城
県
仙
台
空
港
株
式
会

社
を
町
長
も
視
察
さ
れ
た

が
、
鉄
道
事
業
地
域
に
運
行

管
理
施
設
を
設
置
す
る
の
は

当
然
の
事
。
「
杜
せ
き
の
し

た
駅
」
同
様
に
中
間
駅
設
置

と
と
も
に
本
社
を
誘
致
し
、

事
業
に
出
資
す
る
考
え
を
伺

う
。

空港アクセス鉄道本社を中間駅に誘致すべき
本社立地は望ましいが効果の見極めが重要

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

Q

A

その他の質問
・町村合併 70周年におけるシティプロモーションについて
・ノイジーマイノリティや反対活動家への対策について

　県が示している計画に併せ本社誘致を

　過去の一般質問や委員会審査で議員が
行った町への提案が、実際にどのように
町政に反映されているのかを追跡調査して
お知らせします。

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　       

     

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

定
例
会
総
括
　
　
　
　議
員
の
視
点
　     

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　       

一
般
質
問
　         
    

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　       

イ
ン
ス
タ

R5年9月 定例会一般質問
　熊本県及び、県内自治体のスポー
ツ施設を始め、多くの公共施設で導
入されているネーミングライツを本町
でも導入する考えはないか。
　指定管理者「大津つなぐプロジェク
ト」の意見も聞きながら、また他自
治体の導入状況も含めて事務的な命
名権料の妥当性など課題を整理してサ
ウンディング調査を進めていきたい。

　ネーミングライツの公募を令和8年5月に開始し、
導入に向けて進めていく。

 ネーミングライツ（命名権）とは、スタジアムや体育館、公園などの公
共施設に、企業名やブランド名を含む愛称を付ける権利

質問

答弁

⬇
対 応 状 況

R7年6月 定例会一般質問

　町と社協が実施しているフードドラ
イブパントリーについて、年末に1回
行っているが、年2回に増やせないか。

　回数等については、関係団体とと
もにできる限りの検討を行っていきた
い。

　現在、食料の寄付が不足しており、共同募金の配
分金を活用して実施している状況から、年2回の実
施は現時点では困難であると考える。
　引き続き、食料の寄付確保や実施体制について、
民間団体等へ働きかけを行う。

質問

答弁

⬇
対 応 状 況

？？？
どう
なった

あの質問の行方

広報編集特別委員会
研修会レポート

４月22日(水)～４月23日(木)

研修先
１．福岡県大刀洗町
　  多くの町民を掲載、意識の変化
２．福岡県志免町
　  インスタグラムの活用について

　大
刀
洗
町
議
会
は
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
る
議
会
広
報

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
議
会
改
革
の
積
み
重
ね
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
議
会
活
動
そ
の
も
の
が
広
報

の
素
材
と
な
る
」
と
い
う
考
え
方
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
日
常
の
議

会
活
動
を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

　広
報
紙
は
、
十
分
な
情
報
量
を
確
保
し
な
が
ら
も
、
余
白
や
写
真

を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
読
み
や
す
く
、
洗
練
さ
れ
た
レ
イ
ア

ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
広
聴
機
能
を
広
報
委
員
会
で
は
な
く
議
会
全
体
で
担
っ

て
い
る
点
や
、
広
報
委
員
会
を
常
任
委
員
会
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
点
も
特
徴
的
で
あ
り
、「
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
双
方
向
型
の
紙
面

づ
く
り
」
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。
本
町
議
会
に
お
け
る
体
制
の

在
り
方
を
検
討
す
る
上
で
大
変
参
考
と
な
る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　志
免
町
議
会
で
は
、
広
報
委
員
会
を
常
任
委
員
会
と
し
て
設
置

し
、
年
間
を
通
じ
た
継
続
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

点
が
特
徴
で
す
。

　広
報
紙
は
、
見
出
し
や
吹
き
出
し
な
ど
の
ポ
ッ
プ
表
現
に
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
親
し
み
や
す
さ
と
視
認
性
を
両
立
し
た
紙

面
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
時
号
の
発
行
や
集

合
写
真
の
掲
載
な
ど
、
町
民
に
議
員
の
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
く
た

め
の
工
夫
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　「議
員
と
語
る
会
」
な
ど
の
議
会
活
動
を
積
極
的
に
広
報
紙
へ
反

映
し
、
活
動
と
広
報
が
連
動
す
る
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
点
が

印
象
的
で
し
た
。
加
え
て
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
含
め
た
通
年

で
の
情
報
発
信
体
制
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
本
町
議
会
に
お
い
て

も
今
後
の
広
報
活
動
の
充
実
に
向
け
て
大
い
に
参
考
と
な
る
内
容

で
し
た
。

　今
回
の
視
察
で
得
た
知
見
を
生
か
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①福岡県大刀洗町議会

②福岡県志免町議会
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト
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生
か
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①福岡県大刀洗町議会

②福岡県志免町議会
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
会
レ
ポ
ー
ト
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２
月
10
日（
火
）、
町
役
場
２
階
町
民
協
働
ル
ー
ム
に
て
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
主
催
に
よ
る
町
農
業
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
坂
本
議
長
が「
課
題
や
困
り
ご
と
を
率
直
に
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
し
、
津
田
農
業
委
員
会
会
長
か
ら
は「
町

議
会
と
の
意
見
交
換
会
は
初
め
て
。
有
意
義
な
時
間
に
し
た
い
」

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
町
農
業
の
概
要
説
明
が
行

わ
れ
、
有
害
鳥
獣
対
策
や
約
３
割
に
及
ぶ
耕
作
放
棄
地
、
担
い
手

不
足
な
ど
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、
課
題
共
有
と
町
政

へ
の
反
映
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

大津町農業委員会との意見交換会
・大津町の農業における現状の課題意見交換テーマ

　今年1月19日から試験的に運用開始した大津町議会公式インスタ
グラムアカウントですが、議会の承認を経て、4月1日から正式に運
用することになりました。
　議会・議員活動報告をメインに、動画撮影のNG集などのコンテン
ツも投稿しています！ぜひフォローをお願いいたします！

大津町議会公式インスタグラム 元気に稼働しています！

Follow
♪

すこし不満
45件（19％）

非常に満足
31件

（13％）

ほとんど満足
152件（64％）

70代
44件（19％）

60代
43件（18％）

10代以下
21件

（9％）
20代
24件

（10％）
30代

24件（10％）

40代
47件（20％）

 SNS（ LINEなど）

自治体からの郵送・配布

5件

178件

5件

15件

16件

16件

19件

1件

おおづまち議会だよりを読んだきっかけはなんですか

町役場の窓口

公共施設

自治体の公式ホームページ

電子書籍・アプリ（マチイロなど）

家族・知人から

その他

109件

114件

87件

23件

39件

9件

63件

55件

読む時にかならず読むコーナーがあれば教えてください
議員の視点

予算の概要

各委員会レポート

各議員一般質問

一般質問の行方

各団体等との意見交換会

傍聴者の声

その他

紙

スマートフォンやパソコンから

 PDFでダウンロード

 SNS（Instagram、Xなど）

音声で聞きたい

動画で見たい

172件

89件

20件

29件

2件

14件

議会だよりをどのような形で読みたいですか

　令和7年7月23日から12月31日まで議会だよりに関するアンケートを行い、合計236件のご回答をいただきました。
ご協力いただいた皆さまありがとうございました。これからもアンケート結果をもとに議会だよりを通してより良い情報
提供を行ってまいります。

50代
19件（12％）

議員の発言は町民の方も
注目されているね。

一般質問のその後もしっかり
お伝えしていかないといけないね。

多くの方は自治体からの配布で
よんでいるんだね。

HPとSNSでの配信も強化しないと！

インターネット経由を
希望の方も多いね。

おおづまち議会だよりの満足度を教えてください
不満  5件（2％） 非常に不満  3件（1％）

年齢を教えてください
80代以上  4件（2％）

議会だよりをどのような形で読みたいですか

おおづまち議会だよりを読んだきっかけはなんですか

読む時にかならず読むコーナーがあれば教えてください

ほとんど満足
152件（64％）

多くの方は
自治体からの配布で
よんでいるんだね。

アンケートへのご協力ありがとうございました。アンケートへのご協力ありがとうございました。
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今月の定例会は

3月

6 月

12月

9 月

本会議動画
配信中

議会だよりが
読める HP

議会だよりが
読める HP

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
3月定例会の傍聴者数のべ82人、ライブ配信再生回数1,032回  録画配信再生回数165回 (5/11時点)  

　一般質問の2、3、4回目を傍聴しました。高校
生の頃に議場体験をしたときに興味を持ち、今回
は大学受験後に傍聴へ行きました。
　内容は教育や介護など、幅広い観点からの質問
や行政側による受け答えや説明を聞き、議会は聞くだけでなく私自身も学
ぶことができる場だと改めて感じました。特に食農教育やポイントカード
制度の質問について『生きた教材』である給食を使った教育を行うことや

『ゴールに向けて小さな所から進めていくこと』と言う言葉から別の考え
方に気付くとともに自分を見直すきっかけにもなりました。
　また議会配信について、議場に行けない方でも気軽にみることができる
ので、非常に便利だと自分も使ってみて感じました。
　そして議会情報を収集しやすくするために傍聴席内でもメモを取りやす
いような物を設けると良いと思いました。議会を傍聴して友人や知人へあ
りのままを的確に分かりやすく伝えていきたいと思え、今後の課題も含め
て大津町の未来を想像することができました。

議会を通して学びにつながりました。

山下  輝壱さん
（美咲野）

やました　  き い ち

令和8年6月1日  第115号  発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

編 集 後 記
次回定例会は

6月3日(水)開催予定
（日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す）
日程　6月3日（水）～16日（火）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

議会広報編集特別委員会
編　　   集：(委員長）大村 裕一郎  （副委員長）清原 さおり
 　 （委　員）三宮 美香/村山 龍一/中山 直之
発行責任者：(議　長）坂本 典光

　大津町町村合併70周年×本田技研工業（株）熊本製作所50周年記念　バイク特
別展示の様子を表紙に選びました。
　今年度の当初予算の中で「バイクのまち大津町×ホンダ熊本製作所50周年記念展
示」事業予算86万6千円が計上され、今定例会の中でも大津町議会として、しっか
りと審議を行い、可決にいたりました。
　また、大津町企業連絡協議会からもご協力をいただいております。広く住民の皆
さまへ「バイクのまち」「モノづくりの素晴らしさ」をPRするための事業です。7月
17日（金）まで大津町役場1階にて展示してありますので、どうぞ足をお運びください。

表紙こぼれ話

　田植えの風景が広がり、初夏を感じる頃となりまし

た。広報委員会に入り1年、議会の内容を分かりやす

く伝える難しさと、その大切さを日々感じています。

先日は先進自治体への視察研修へ行き、多くの学び

を得ました。これからも「町民と行政がつながる」

広報づくりに努めてまいります。皆様のお声をぜひお

寄せください。 　　　　　　　　　　 （中山 直之） 


